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研究の目的
オホーツク海沿岸では放流ホタテガイの小型化が問題となり、その原因究明が求められた。そ

こで、小型化現象の実態とその原因を明らかにすることを目的とした。

研究方法
① 網走支庁管内のホタテガイ漁場を有する6漁業協同組合から、2000年以前の操業漁場の漁場

面積、漁獲量、個体重量データを収集し、個体重量を用いて小型化現象の実態を検討するとと

もに、漁獲量／漁場面積を生物量（ｇ／㎡），生物量／平均重量を放流4年貝時点での生息密

度（個体／㎡）とし、生息密度と個体重量の関係を検討した。

② 全漁業協同組合が四輪採区制を採用し、放流4年貝で漁獲している。ただし、操業の翌年春、

漁場整備として新たな放流前に残存貝を漁獲しているが、その漁獲量も前年度漁獲量に含めた。

また、年と漁場によっては、天然貝（放流貝と同じ4年貝）が漁獲されている場合があるが漁

獲量に含めた。

研究の成果
① 網走支庁管内6漁場のうち、過去のデータが比較的蓄積されている4漁場の放流4年貝の個

体重量の年変化から、全漁場で1989年以降に小型化が顕在化していることが明らかである（図1）。

② 一方で、生息密度は明らかに増加傾向にある（図2）。漁場も年々拡大されており、放流密

度が大幅に増加した傾向はないことから、生息密度の増加は生残率の向上によると考えられた。

③ 次に、各漁場における生息密度と個体重量の関係を検討した結果、生息密度が高いほど、個

体重量が小さい傾向が6漁場中5漁場で見られた（一例を図3に示した）。

④ 以上のことから、オホーツク海の放流ホタテ貝の小型化の原因は、（1）種苗サイズの大型化

と放流技術の向上によって生残率が増加し生息密度が増加したためであると考えられた。

⑤ この原因に加え、（2）漁場拡大に伴い水深の深い成長の悪い地点のホタテガイ重量が平均重

量を下げていることが小型化を助長していると考えられる。このほか1989年以降にオホーツク

海の流氷勢力が減少しており、それに伴いホタテガイの餌となる植物プランクトンの生産力が

減少した可能性もあるが、オホーツク海における流氷勢力と基礎生産量の関係はいまだ未解明

である。

成果の活用面
生息密度と個体重量の関係が明らかになることにより、各漁場毎の適正な（小型化を防ぐため

の）生息密度を求めることが可能な基礎資料として利用することができる。
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図１　放流 4年貝の個体重量の年変化

図２　放流 4年貝の生息密度の年変化

図３　生息密度と個体重量の関係（４年貝）
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